
平成 26年 10月 21日 

第 9回南海地震四国地域学術シンポジウム開催と論文募集 

 

土木学会四国支部四国ブロック南海地震研究委員会 

委員長 矢田部 龍一 

 

 南海トラフ巨大地震による被害は、最悪の場合、犠牲者 32 万人、被害金額 220 兆円にも上る

と想定されています．四国地域でも南海トラフ巨大地震対応のために各種の準備が着々となされ

ています．  

土木学会四国支部四国ブロック南海地震研究委員会では、以下の要領で南海地震四国地域学術

シンポジウムを開催します．本シンポジウムでは、四国の各行政機関の東南トラフ巨大地震への

取り組みの紹介とともに、各研究機関の最新の学術・技術研究成果が発表されます．多数の方の

論文発表を期待しています． 

 

記 

 

主 催：土木学会四国支部 

共 催：国土交通省四国地方整備局、四国の各大学など（これから調整予定） 

日 時：平成 27 年 1 月 20 日（火） 10:00～17:00（予定） 

場 所：香川県高松市サンポート 2 番 1 号 サンポートホール高松 6 階 61 会議室 

 

論文募集案内： 

1．投稿申込締切  平成 26 年 11 月 28 日（金）    

論文題目、著者名、所属、連絡先（住所と e-mail アドレス）、概要（100 字程度）を明 

記の上、yatabe@cee.ehime-u.ac.jp まで申し込んでください． 

執筆要領は、土木学会四国支部の HP に掲載しておきます。 

2．論文原稿締切  平成 26 年 12 月 26 日（金）です．  

  3．論文投稿料  3,000 円（発表者にはシンポジウム論文集を 1 冊進呈します） 

 

 


